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論
考

蜀
漢
政
権
に
お
け
る
権
力
構
造
の
再
検
討

並
木

淳
哉

は
じ
め
に

三
国
政
権
の
一
つ
で
あ
る
蜀
漢
（
二
二
一
～
二
六
三
）
が
持
つ
性
格
に
つ
い
て
は
、

既
に
数
多
く
の
先
行
研
究
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
荊
州
人
士
を
中

心
と
す
る
非
土
着
人
士
が
土
着
の
益
州
人
士
に
優
越
す
る
政
権
が
築
か
れ
て
お

り
、
非
土
着
人
士
の
宰
相
が
土
着
の
益
州
豪
族
の
協
力
の
上
に
政
権
を
運
営
す
る
、

流
寓
政
権
と
し
て
の
形
を
当
初
よ
り
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。

（

一

）し
か
し
、
従
来
の
蜀
漢
政
権
研
究
は
、
政
権
を
担
っ
た
人
物
の
出
自
構
成
を
分

析
す
る
こ
と
に
関
心
の
軸
が
置
か
れ
て
お
り
、
政
権
が
ど
の
よ
う
な
支
配
体
制
を

敷
い
て
い
た
の
か
、
或
い
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
官
僚
組
織
が
整
備
さ
れ

て
い
た
の
か
、
と
い
っ
た
権
力
構
造
に
つ
い
て
は
、
狩
野
直
禎
氏
に
よ
っ
て
後
漢

の
制
を
受
け
て
尚
書
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
山
本
隆
義
氏
の
研

（

二

）

究
の
中
で
蜀
漢
の
草
制
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
石
井
仁
氏
に
よ
っ
て
「
都
護
―
軍

（

三

）

師
―
監
軍
―
領
軍
―
護
軍
―
典
軍
―
参
軍
」
と
い
う
序
列
を
持
つ
官
職
群
（
そ
の

帯
官
形
式
か
ら
「
行
官
」
と
称
す
）
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
他
は
、
未
だ

（
四
）

多
く
は
踏
み
込
ま
れ
て
は
い
な
い
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
石
井
氏
の
研
究
は
諸
葛
亮
の
丞
相
府
お
よ
び
北
伐
軍
団
の
構
造
に

注
目
し
、
六
朝
時
代
に
お
け
る
「
覇
府
」
形
成
の
先
駆
け
の
一
例
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蜀
漢
政
権
の
特
徴
と
し
て
、
劉
備
が
左
将
軍
の
軍
府
を
組

織
し
て
建
国
の
礎
と
し
、
後
主
劉
禅
の
時
代
（
二
二
三
～
二
六
三
）
に
お
い
て
は
、

政
治
の
実
権
が
皇
帝
か
ら
離
れ
、
諸
葛
亮
・
蒋
琬
・
費
禕
と
い
っ
た
開
府
の
宰
相

が
輔
政
に
当
た
る
な
ど
、
政
治
が
軍
府
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
事
例
が
多
見
さ
れ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
彼
ら
宰
相
は
同
時
に
、
録
尚
書
事
の
権
限
や
益
州

（

五

）

の
州
牧
・
州
刺
史
の
職
を
兼
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
強
い
権
力
を
集
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
①
政
権
中
枢
に
あ
っ
た
人
物
の
官

歴
や
活
動
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
支
配
機
構
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
荊
州
人
士
と
益
州
人
士
の
関
係
性
と
い
う
視
点
か
ら
は
出
来
る
だ
け
離

れ
た
立
場
か
ら
見
た
蜀
漢
政
権
の
姿
を
提
示
す
る
こ
と
、
②
蜀
漢
政
権
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
権
力
構
造
が
推
移
し
て
い
っ
た
の
か
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
実
態
を
考
察
す
る
こ
と
、
の
二
つ
を
目
的
と
す
る
。
考
察
対
象
と
し
て
は
、

比
較
的
に
ま
だ
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
劉
備
・
諸
葛
亮
の
時
代
が
中
心
と
な
る
。

（

六

）

な
お
、
以
下
本
稿
中
に
お
い
て
『
三
国
志
』「
蜀
書
」
を
『
蜀
志
』
と
表
記
し
、

た
だ
巻
数
の
み
を
記
す
場
合
に
つ
い
て
は
『
蜀
志
』
に
拠
る
も
の
と
す
る
。

一

劉
備
と
左
将
軍
府

建
安
十
九
年
（
二
一
四
）
、
劉
備
は
益
州
牧
劉
璋
を
降
し
、
益
州
を
支
配
下
に
収

め
た
。
こ
の
後
、
巴
蜀
の
支
配
を
固
め
る
一
方
で
、
曹
操
と
争
っ
て
漢
中
を
奪
い
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漢
中
王
と
な
り
（
二
一
九
）
、
次
い
で
皇
帝
と
な
る
（
二
二
一
）
。
当
時
に
お
け
る
劉

備
の
官
職
に
つ
い
て
は
、
巻
二
・
先
主
伝
に
、
配
下
が
劉
備
を
漢
中
王
に
推
し
た

上
表
の
中
で
、

左
將
軍
領
司
隸
校
尉
豫
・
荊
・
益
三
州
牧
宜
城
亭
侯
（
劉
）
備
、
受
朝
爵
秩
、

念
在
輸
力
、
以
殉
國
難
。

と
あ
り
、
「
左
將
軍
領
司
隸
校
尉
・
豫
・
荊
・
益
三
州
牧
宜
城
亭
侯
」
と
い
う
肩

書
で
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
が
劉
備
軍
団
内
部
に
お
け
る
認
識
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
属
官
を
備
え
た
開
府
の
左
将
軍
、
及
び
司
隷
校
尉
と
三
州
の
牧
（
実
質
権

（

七

）

限
が
及
ん
で
い
る
の
は
荊
益
二
州
）
と
し
て
割
拠
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
左
将
軍
府
に
つ
い
て

建
安
十
九
年
の
益
州
領
有
以
降
、
左
将
軍
の
府
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
人

物
の
官
職
に
つ
い
て
挙
げ
る
。

長
史許

靖
（
豫
州
汝
南
）
：
領
鎮
軍
将
軍
、
建
安
二
十
四
年
太
傅
に
遷
る
（
巻
二
・

先
主
伝
、
巻
八
・
本
伝
）
。

営
司
馬

龐
羲
（
司
隷
河
南
）
：
卒
官
？
（
巻
二
・
先
主
伝
）

従
事
中
郎

伊
籍
（
兗
州
山
陽
）
：
の
ち
昭
文
将
軍
に
遷
る
（
巻
八
・
本
伝
）
。

射
援
（
司
隷
扶
風
）
：
軍
議
中
郎
将
（
巻
二
・
先
主
伝
）
。

（

八

）

掾
属劉

巴
（
荊
州
零
陵
）
：
西
曹
掾
、
建
安
二
十
四
年
尚
書
に
遷
る
（
巻
九
・
本
伝
）
。

楊
儀
（
荊
州
襄
陽
）
：
兵
曹
掾
、
建
安
二
十
四
年
尚
書
に
遷
る
（
巻
十
・
本
伝
）
。

馬
良
（
荊
州
襄
陽
）
：
左
将
軍
掾
、
章
武
元
年
侍
中
に
遷
る
（
巻
九
・
本
伝
）
。

馬
勲
（
益
州
巴
西
）
：
左
将
軍
属
、
の
ち
益
州
別
駕
従
事
に
遷
る
（
巻
十
五
・

楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
）
。

左
将
軍
府
に
は
、
後
に
尚
書
と
な
っ
た
劉
巴
や
楊
儀
、
侍
中
と
な
っ
た
馬
良
と

い
っ
た
人
物
が
名
を
連
ね
、
ま
た
後
年
丞
相
と
な
っ
た
諸
葛
亮
（
徐
州
琅
邪
）
が

劉
璋
の
旧
臣
董
和
（
荊
州
南
郡
）
と
共
に
署
左
将
軍
府
事
と
し
て
参
画
し
て
い
た

（
巻
五
・
諸
葛
亮
伝
、
巻
九
・
董
和
伝
）
。
こ
う
し
た
顔
ぶ
れ
が
当
時
の
劉
備
集
団
の

中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
巻
二
・
先
主
伝
の
劉
備
漢
中
王

推
戴
の
上
表
文
の
冒
頭
で
は
、

（
建
安
二
十
四
年
）
秋
、
羣
下
上
先
主
爲
漢
中
王
、
表
於
漢
帝
曰
：
「
平
西
將

軍
都
亭
侯
臣
馬
超
﹑
左
將
軍
長
史
領
鎭
軍
將
軍
臣
許
靖
﹑
營
司
馬
臣
龐
羲
﹑

議
曹
從
事
中
郎
軍
議
中
郎
將
臣
射
援
﹑
軍
師
將
軍
臣
諸
葛
亮
﹑
盪
寇
將
軍
漢

壽
亭
侯
臣
關
羽
﹑
征
虜
將
軍
新
亭
侯
臣
張
飛
﹑
征
西
將
軍
臣
黄
忠
﹑
鎭
遠
將

軍
臣
賴
恭
﹑
揚
武
將
軍
臣
法
正
﹑
興
業
將
軍
臣
李
嚴
等
一
百
二
十
人
上
言
曰

：
（
後
略
）

と
あ
り
、
客
将
と
し
て
格
別
の
待
遇
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
馬
超
に
続
い
て
、

（

九

）

左
将
軍
長
史
・
営
司
馬
・
従
事
中
郎
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
彼
ら
左
将
軍
属
官
の

大
部
分
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
劉
備
入
蜀
以
前

（
一
〇
）

か
ら
の
配
下
や
益
州
外
人
士
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
巴
西

の
人
で
あ
る
馬
勲
の
名
が
見
え
、
決
し
て
土
着
の
益
州
人
士
を
完
全
に
排
除
す
る

と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
府
の
筆
頭
た
る
長
史
に
許
靖
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
巻
七
・
法
正

伝
に
、（

劉
）
璋
既
稽
服
、
先
主
以
此
薄
（
許
）
靖
不
用
也
。（
法
）
正
説
曰
：
「
天
下
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有
獲
虚
譽
而
無
其
實
者
、
許
靖
是
也
。
然
今
主
公
始
創
大
業
、
天
下
之
人
不

可
戸
説
、
靖
之
浮
稱
、
播
流
四
海
、
若
其
不
禮
、
天
下
之
人
以
是
謂
主
公
爲

賤
賢
也
。
宜
加
敬
重
、
以
眩
遠
近
、
追
昔
燕
王
之
待
郭
隗
。
」
先
主
於
是
乃

厚
待
靖
。

と
あ
り
、
劉
備
が
許
靖
を
用
い
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
を
、
そ
の
名
声
を
無
視
す

べ
き
で
な
い
と
し
た
法
正
が
説
得
し
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
巻

二
・
先
主
伝
に
は
、

先
主
復
領
益
州
牧
、
諸
葛
亮
爲
股
肱
、
法
正
爲
謀
主
、
關
羽
・
張
飛
・
馬
超

爲
爪
牙
、
許
靖
・
麋
竺
・
簡
雍
爲
賓
友
。
及
董
和
・
黄
權
・
李
嚴
等
本
璋
之

所
授
用
也
、
呉
壹
・
費
觀
等
又
璋
之
婚
親
也
、
彭
羕
又
璋
之
所
排
擯
也
、
劉

巴
者
宿
昔
之
所
忌
恨
也
、
皆
處
之
顯
任
、
盡
其
器
能
。

と
あ
り
、
彼
は
「
賓
友
」
と
い
う
形
で
遇
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
に
太
傅
、
司
徒

（
一
一
）

（
二
二
一
）
と
遷
っ
た
こ
と
は
、
左
将
軍
長
史
の
地
位
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
尚
書
令
な
ど
で
な
く
太
傅
や
三
公
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
も
、

彼
自
身
が
実
際
に
ど
こ
ま
で
軍
府
内
を
主
導
す
る
役
割
に
あ
っ
た
か
は
疑
わ
し

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
左
将
軍
府
を
実
際
に
動
か
し
て
い
た
の
は
従
事
中
郎
の
伊

籍
や
西
曹
掾
の
劉
巴
、
さ
ら
に
署
左
将
軍
府
事
と
さ
れ
た
軍
師
将
軍
の
諸
葛
亮
と

掌
軍
中
郎
将
の
董
和
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

（
一
二
）

（
二
）
益
州
牧
属
官
に
つ
い
て

州
の
属
官
に
つ
い
て
は
、
既
に
狩
野
直
禎
氏
に
よ
っ
て
従
事
史
に
就
い
た
者
に

つ
い
て
詳
細
に
列
挙
分
析
さ
れ
、
益
州
の
土
着
豪
族
た
ち
が
州
要
職
に
つ
き
「
益

々
そ
の
地
盤
を
固
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
一
三
）

こ
こ
で
は
、
劉
備
即
位
（
二
二
一
）
以
前
に
推
定
さ
れ
る
益
州
牧
の
従
事
史
に

つ
い
て
の
み
挙
げ
る
。

治
中
従
事

彭
羕
（
益
州
広
漢
）
：
の
ち
江
陽
太
守
に
左
遷
（
巻
十
・
本
伝
）
。

黄
権
（
益
州
巴
西
）
：
征
呉
時
に
鎮
北
将
軍
（
巻
十
三
・
本

伝
）
。

（
一
四
）

楊
洪
（
益
州
犍
為
）
：
部
郡
従
事
（
蜀
郡
）
、
の
ち
領
蜀
郡
太
守
、
治
中
従
事
と

（
一
五
）

遷
り
、
建
興
元
年
再
び
蜀
郡
太
守
と
な
る
（
巻
十
一
・
本
伝
）
。

別
駕
従
事

王
謀
（
益
州
漢
嘉
）
：
別
駕
従
事
、
建
安
二
十
四
年
少
府
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季

漢
輔
臣
賛
注
』
）
。

馬
勲
（
益
州
巴
西
）
：
卒
官
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
）
。

趙
莋
（
益
州
巴
西
）
：
別
駕
従
事
、
卒
官
？
（
巻
二
・
先
主

伝
）

（
一
六
）

李
恢
（
益
州
建
寧
）
：
別
駕
従
事
、
章
武
元
年
庲
降
都
督
（
巻
十
三
・
本
伝
）
。

議
曹
従
事

杜
瓊
（
益
州
蜀
郡
）
：
建
興
元
年
諌
議
大
夫
（
巻
十
二
・
本
伝
）
。

勤
学
従
事

張
爽
（
本
貫
不
明
）
：
巻
二
・
先
主
伝
の
建
安
二
十
五
年
に
名
が
見
え
る
の
み
。

尹
黙
（
益
州
梓
潼
）
：
章
武
元
年
太
子
僕
（
巻
二
・
先
主
伝
、
巻
十
二
・
本
伝
）
。

譙
周
（
益
州
巴
西
）
：
の
ち
勧
学
従
事
？
（
巻
二
・
先
主
伝
）

（
一
七
）

督
軍
従
事

費
詩
（
益
州
犍
為
）
：
督
軍
従
事
か
ら
牂
牁
太
守
に
転
じ
た
後
、
前
部
司
馬
と

な
る
。
劉
備
の
即
位
に
諫
言
し
た
た
め
に
左
遷
さ
れ
て
部
郡
従
事
（
永
昌
郡
）

と
な
る
（
巻
十
一
・
本
伝
）
。

従
事
祭
酒

何
宗
（
益
州
巴
西
）
：
章
武
元
年
大
鴻
臚
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
）
。

程
畿
（
益
州
巴
西
）
：
章
武
二
年
卒
官
？
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
）
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秦
宓
（
益
州
広
漢
）
：
章
武
元
年
免
官
（
巻
八
・
本
伝
）
。

部
郡
従
事

楊
洪
：
前
出

費
詩
：
前
出

李
邵
（
益
州
広
漢
）
：
建
興
元
年
西
曹
掾
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
）
。

龔
禄
（
益
州
巴
西
）
：
牙
門
将
、
建
興
三
年
越
嶲
太
守
。（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季

漢
輔
臣
賛
注
』
）

（
単
に
従
事
と
あ
る
も
の
）

李
邈
（
益
州
広
漢
）
：
従
事
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
注
）
。

左
将
軍
府
の
劉
巴
・
楊
儀
が
尚
書
と
な
っ
た
こ
と
に
比
べ
、
王
謀
・
何
宗
が
九

卿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
対
照
的
に
映
る
。
先
行
研
究
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
劉
備
の
益
州
領
有
直
後
に
州
牧
の
属
官
と
し
て
登
用
さ
れ
た
彼
ら
は
、

（
一
八
）

そ
の
後
尚
書
や
侍
中
の
官
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
劉
備
は
新
た
に
配
下

と
し
て
加
わ
っ
た
土
着
益
州
人
士
の
多
く
を
、
左
将
軍
劉
備
の
属
官
や
漢
中
王
の

尚
書
な
ど
の
官
で
は
な
く
、
益
州
牧
劉
備
の
属
官
と
し
て
政
権
に
組
み
込
ん
で
い

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
狩
野
氏
の
研
究
で
は
従
事
の
官
で
な
い
た
め
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

劉
備
の
州
牧
時
代
に
は
「
前
部
司
馬
」
、
「
後
部
司
馬
」
な
る
官
が
存
在
し
た
。

巻
十
一
・
費
詩
伝
に
、

成
都
既
定
、
先
主
領
益
州
牧
、
以
（
費
）
詩
爲
督
軍
從
事
、
出
爲
牂
牁
太
守
、

還
爲
州
前
部
司
馬
。

と
あ
り
、
ま
た
巻
十
二
・
周
羣
伝
に
、

時
州
後
部
司
馬
蜀
郡
張
裕
亦
曉
占
候
、
而
天
才
過
羣
、（
後
略
）

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
司
馬
に
つ
い
て
は
、
『
華
陽
国
志
』
巻
五
・
公
孫

（
一
九
）

述
劉
二
牧
志
に
、

前
後
左
右
部
司
馬
擬
四
軍
統
兵
、
位
皆
二
千
石
。

と
あ
り
、
劉
焉
が
州
牧
で
あ
っ
た
時
に
前
後
左
右
部
の
司
馬
を
置
い
て
「
四
軍
に

擬
し
」
た
と
す
る
記
録
が
見
え
る
。
『
隷
続
』
巻
十
六
に
載
せ
ら
れ
る
『
黄
龍
甘

露
碑
』
に
は
、

（
上
闕
六
人
）
侍
中
臣
■
〔
→
廖
〕
立
、
侍
中
（
下
闕
）
、
尚
書
（
下
闕
又
闕
二

人
）
、
光
祿
大
夫
臣
■
■
、（
闕
二
人
）
、
中
散
大
夫
臣
劉
■
、
博
士
臣
許
慈
、

議
郎
臣
■
■
、
議
郎
臣
■
■
、
議
郎
臣
孟
光
、
議
郎
臣
■
■
（
下
闕
一
人
又

闕
二
人
）
、
益
州
前
部
■
■
〔
→
司
馬
〕
臣
費
詩
、
益
州
左
部
司
馬
臣
■
■
、

益
州
右
部
司
馬
臣
■
■
、
益
州
■
〔
→
後
〕
部
司
馬
臣
■
■
〔
→
張
裕
？
〕
…

…

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
蜀
漢
に
お
い
て
も
同
様
に
益
州
牧
属
官
の
司
馬
を
置
き
、

前
後
左
右
に
分
割
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
劉
備
も
ま
た
、
劉
焉
が

置
い
た
こ
の
官
を
恐
ら
く
は
引
き
継
ぐ
形
で
、
同
様
に
前
後
左
右
部
司
馬
を
置
い

て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
に
彼
ら
益
州
牧
属
官
の
立
場
を
説
明
で
き
る
よ
う
な
具
体
的
な
事
例

は
見
出
せ
な
い
が
、
巻
十
・
彭
羕
伝
に
、

成
都
既
定
、
先
主
領
益
州
牧
、
拔
羕
爲
治
中
從
事
。
羕
起
徒
歩
、
一
朝
處
州

人
之
上
、
形
色
囂
然
、
自
矜
得
遇
滋
甚
。
諸
葛
亮
雖
外
接
待
羕
、
而
内
不
能

善
。
屢
密
言
先
主
、
羕
心
大
志
廣
、
難
可
保
安
。
先
主
既
敬
信
亮
、
加
察
羕

行
事
、
意
以
稍
真
、
左
遷
羕
爲
江
陽
太
守
。

と
あ
り
、
治
中
従
事
彭
羕
が
江
陽
太
守
に
左
遷
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
江
陽
太

守
は
、
劉
備
の
益
州
領
有
直
後
に
は
荊
州
時
代
か
ら
の
臣
劉
邕
が
署
置
さ
れ
て
お

り
（
益
州
領
有
直
後
の
益
州
各
郡
の
太
守
に
つ
い
て
は
、
別
に
表
に
記
す
→
表
Ⅰ
）
、

（
二
〇
）

実
体
の
な
い
地
位
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
例
の
み
を
も
っ
て
直
ち
に
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
治
中
従
事
と

な
っ
た
彭
羕
が
「
左
遷
」
さ
れ
て
太
守
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
は
、
「
従
事
」
が
単

（
二
一
）
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な
る
地
方
の
属
官
で
は
な
く
、
歴
と
し
た
中
央
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。

（
三
）
漢
中
王
国
成
立
と
大
司
馬
府

建
安
二
十
四
年
（
二
一
九
）
、
劉
備
が
大
司
馬
・
漢
中
王
に
な
る
と
、
左
将
軍
府

は
大
司
馬
府
と
な
り
、
加
え
て
漢
中
王
国
の
政
府
が
成
立
し
た
こ
と
と
な
る
。
巻

九
・
董
和
伝
に
は
、

先
主
定
蜀
、
徴
和
爲
掌
軍
中
郎
將
、
與
軍
師
將
軍
諸
葛
亮
並
署
左
將
軍
大
司

馬
府
事
、
獻
可
替
否
、
共
爲
歡
交
。

と
あ
り
、
諸
葛
亮
と
董
和
の
両
人
は
、
左
将
軍
府
が
大
司
馬
府
に
以
降
し
た
後
も

同
じ
よ
う
に
府
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
。
大
司
馬
府
に
つ
い
て
は
巻
二
・
先
主

伝
に
大
司
馬
属
の
殷
純
、
先
主
伝
注
『
魏
書
』
『
典
略
』
に
軍
謀
掾
の
韓
冉
、
巻

九
・
劉
巴
伝
注
『
零
陵
先
賢
伝
』
に
主
簿
の
雍
茂
が
見
え
る
が
、
旧
左
将
軍
府
の

主
要
構
成
員
の
多
く
は
漢
中
王
国
の
政
府
に
移
っ
て
お
り
、
実
態
を
掴
む
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
言
え
る
。
漢
中
王
国
の
政
府
と
大
司
馬
府
が
旧
左
将
軍
府
の

機
能
を
分
割
し
た
形
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
期
の
州
職
に
つ
い
て
は
、
巻
十
三
・
黄
権
伝
に
よ
れ
ば
、

先
主
爲
漢
中
王
、
猶
領
益
州
牧
、
以
權
爲
治
中
從
事
。

と
あ
り
、
劉
備
は
漢
中
王
を
称
し
た
後
も
引
き
続
き
益
州
牧
を
領
し
て
い
た
。
別

駕
従
事
の
王
謀
が
少
府
と
な
る
な
ど
若
干
の
異
動
は
見
ら
れ
る
が
、
左
将
軍
領
益

州
牧
の
時
代
と
陣
容
の
傾
向
に
大
き
な
変
化
は
無
か
っ
た
。

（
四
）
劉
備
の
東
征
と
益
州
牧
属
官

劉
備
の
即
位
を
、
巻
二
・
先
主
伝
は
、

章
武
元
年
（
二
二
一
）
夏
四
月
、
大
赦
、
改
年
。
以
諸
葛
亮
爲
丞
相
、
許
靖

爲
司
徒
。
置
百
官
、
立
宗
廟
、
祫
祭
高
皇
帝
以
下
。

と
、
『
華
陽
国
志
』
巻
六
・
劉
先
主
志
は
、

夏
四
月
、
丙
午
、
先
主
卽
帝
位
、
大
赦
、
改
元
章
武
。
以
諸
葛
亮
爲
丞
相
假

節
録
尚
書
、
許
靖
爲
右
司
徒
、
張
飛
車
騎
將
軍
、
領
司
隸
校
尉
、
進
封
西
郷

侯
、
馬
超
驃
騎
將
軍
、
領
涼
州
刺
史
、
封
斄
郷
侯
、
北
督
臨
沮
、
偏
將
軍
將

軍
呉
懿
爲
關
中
都
督
、
進
魏
延
鎭
北
將
軍
、
李
嚴
輔
漢
將
軍
、
馬
良
爲
侍
中
、

楊
儀
爲
尚
書
、
蜀
郡
何
宗
爲
鴻
臚
、
立
宗
廟
、
祫
祭
高
皇
帝
、
世
祖
光
武
皇

帝
。

と
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
る
。
諸
葛
亮
が
丞
相
録
尚
書
事
と
し
て
名
実
共
に

高
位
と

な
り
、
ま
た
後
漢
の
三
公
の
う
ち
の
司
徒
が
置
か
れ
て
許
靖
が
太
傅
よ
り
遷
っ
た

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
新
王
朝
の
政
権
運
営
は
直
後
に
頓
挫
す
る
。
そ
れ
は
、
劉

（
二
二
）

備
が
長
江
を
下
っ
て
呉
支
配
下
の
荊
州
を
攻
め
る
も
大
敗
（
二
二
二
）
し
、
多
く

の
人
材
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

実
は
こ
の
東
征
に
関
し
て
、
益
州
牧
の
従
事
た
ち
の
活
動
が
多
く
見
ら
れ
る
。

本
来
、
劉
備
即
位
以
降
の
章
武
年
間
は
州
牧
が
不
在
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、

こ
の
時
に
益
州
牧
の
属
官
が
引
き
続
き
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
巻

十
五
・
楊
戯
伝
の
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
に
、

（
李
）
偉
南
名
朝
、
永
南
兄
。
郡
功
曹
、
舉
孝
廉
、
臨
邛
令
、
入
爲
別
駕
從

事
。
隨
先
主
東
征
呉
、
章
武
二
年
卒
於
永
安
。

と
あ
る
。
別
駕
従
事
と
な
っ
た
李
朝
は
の
ち
に
東
征
に
従
い
章
武
二
年
永
安
で
没

し
た
が
、
益
州
の
別
駕
従
事
に
つ
い
て
は
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
李
恢
が
章
武
元

年
に
別
駕
従
事
か
ら
庲
降
都
督
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
劉
備
即
位
以

降
の
章
武
年
間
に
李
朝
は
李
恢
の
後
任
と
し
て
益
州
別
駕
従
事
と
な
り
、
別
駕
従

事
と
し
て
劉
備
東
征
に
随
行
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
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こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
他
の
事
例
を
探
せ
ば
、
同
じ
く
先
に
挙
げ
た
黄
権
は
途

上
で
鎮
北
将
軍
と
な
っ
た
も
の
の
当
初
は
治
中
従
事
で
あ
り
、
王
甫
は
議
曹
従
事

と
な
っ
て
東
征
に
随
い
、
従
事
祭
酒
と
な
っ
て
い
た
程
畿
も
こ
の
戦
で
戦
死
し
て

（
二
三
）

お
り
、
彼
も
ま
た
従
事
祭
酒
の
官
の
ま
ま
で
東
征
に
随
行
し
て
い
た
思
わ
れ
る
。

（
二
四
）

さ
ら
に
、
巻
十
一
・
楊
洪
に
は
、

時
蜀
郡
太
守
法
正
從
先
主
北
行
、
亮
於
是
表
洪
領
蜀
郡
太
守
、
衆
事
皆
辦
、

遂
使
即
真
。
頃
之
、
轉
爲
益
州
治
中
從
事
。
先
主
既
稱
尊
號
、
征
呉
不
克
、

還
住
永
安
。
漢
嘉
太
守
黄
元
素
爲
諸
葛
亮
所
不
善
、
聞
先
主
疾
病
、
懼
有
後

患
、
舉
郡
反
、
燒
臨
邛
城
。
時
亮
東
行
省
疾
、
成
都
單
虚
、
是
以
元
益
無
所

憚
。
洪
即
啟
太
子
、
遣
其
親
兵
、
使
將
軍
陳
曶
・
鄭
綽
討
元
。
衆
議
以
爲
元

若
不
能
圍
成
都
、
當
由
越
嶲
據
南
中
、
洪
曰
：
「
元
素
性
凶
暴
、
無
他
恩
信
、

何
能
辦
此
？
不
過
乘
水
東
下
、
冀
主
上
平
安
、
面
縛
歸
死
；
如
其
有
異
、
奔

吳
求
活
耳
。
敕
曶
・
綽
但
於
南
安
峽
口
遮
即
便
得
矣
。
」
曶
・
綽
承
洪
言
、

果
生
獲
元
。

と
あ
る
。
楊
洪
が
治
中
従
事
と
な
っ
た
の
は
恐
ら
く
黄
権
の
鎮
北
将
軍
転
出
に
代

わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
劉
備
と
諸
葛
亮
が
共
に
不
在
と
な
っ
た
後
に
起
こ
っ
た
漢

嘉
太
守
黄
元
の
反
乱
に
対
処
し
て
い
る
。
明
記
こ
そ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
事

か
ら
丞
相
諸
葛
亮
が
永
安
に
召
さ
れ
た
後
の
実
質
的
な
成
都
の
留
守
居
役
を
治
中

従
事
が
担
当
し
て
い
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
東
征
に

当
た
っ
て
従
事
た
ち
が
重
要
な
役
回
り
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
蜀
漢
政

権
に
お
い
て
、
益
州
の
州
牧
・
州
刺
史
の
不
在
時
、
益
州
の
属
官
は
消
滅
し
無
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
皇
帝
に
直
属
し
た
機
関
と
し
て
引
き
続
き
存
在
し

て
い
た
可
能
性
す
ら
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

諸
葛
亮
と
丞
相
府

章
武
三
年
（
二
二
三
）
永
安
に
撤
退
し
た
劉
備
は
成
都
に
戻
る
こ
と
な
く
そ
の

地
で
没
し
、
諸
葛
亮
と
李
厳
に
後
事
を
託
す
。
時
期
を
同
じ
く
し
て
司
徒
許
靖
や

尚
書
令
劉
巴
、
驃
騎
将
軍
馬
超
も
没
し
て
お
り
、
政
権
中
枢
に
は
大
き
な
空
洞
が

生
じ
た
中
で
皇
帝
の
代
替
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

（
一
）
諸
葛
亮
の
開
府
と
「
南
征
」

劉
禅
が
即
位
す
る
と
、
蜀
漢
政
権
に
お
け
る
一
切
の
権
力
は
諸
葛
亮
へ
と
集
中

し
て
い
く
。
巻
五
・
諸
葛
亮
伝
に
、

建
興
元
年
（
二
二
三
）
、
封
亮
武
鄉
侯
、
開
府
治
事
。
頃
之
、
又
領
益
州
牧
、

政
事
無
巨
細
、
咸
決
於
亮
。

と
あ
り
、
丞
相
録
尚
書
事
の
諸
葛
亮
は
開
府
し
、
さ
ら
に
益
州
牧
を
領
し
た
。
こ

れ
は
、
劉
備
が
左
将
軍
及
び
大
司
馬
漢
中
王
と
益
州
牧
を
兼
ね
て
い
た
状
況
と
類

似
す
る
。
諸
葛
亮
は
丞
相
府
、
尚
書
台
、
益
州
牧
の
長
官
と
し
て
君
臨
し
、
「
政

事
巨
細
無
く
、
咸
亮
に
決
す
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。

建
興
元
年
の
諸
葛
亮
開
府
か
ら
建
興
五
年
（
二
二
七
）
の
留
府
の
設
置
ま
で
の

間
に
丞
相
府
属
官
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
挙
げ
る
。

長
史王

連
（
荊
州
南
陽
）
：
領
屯
騎
校
尉
、
建
興
三
年
卒
官
（
巻
十
一
・
本
伝
）
。

向
朗
（
荊
州
襄
陽
）
：
領
歩
兵
校
尉
、
建
興
六
年
免
官
（
巻
十
一
・
本
伝
）
。

軍
師
祭
酒

射
援
（
司
隷
扶
風
）
：
軍
師
祭
酒
、
の
ち
従
事
中
郎
（
巻
二
・
先
主
伝
注
『
三
輔

決
録
』
）
。
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従
事
中
郎

射
援
（
前
出
）

参
軍

（
二
五
）馬

謖
（
荊
州
襄
陽
）
：
建
興
六
年
刑
死
（
巻
九
・
馬
良
伝
）
。

廖
化
（
荊
州
襄
陽
）
：
の
ち
魏
の
景
初
二
年
（
蜀
の
延
熙
元
年
）
に
陰
平
太
守
と

し
て
名
が
見
え
る
（
巻
十
五
・
宗
預
伝
、
『
魏
志
』
巻
三
・
明
帝
紀
）
。

張
裔
（
益
州
蜀
郡
）
：
領
治
中
従
事
。
建
興
五
年
留
府
長
史
（
巻
十
一
・
本
伝
）
。

楊
儀
（
荊
州
襄
陽
）
：
南
征
に
あ
た
っ
て
参
軍
と
な
る
（
巻
十
・
本
伝
）
。

蔣
琬
（
荊
州
零
陵
）
：
開
府
時
に
東
曹
掾
、
の
ち
参
軍
に
遷
る
。
建
興
五
年
留

府
長
史
張
裔
と
留
府
の
事
を
統
す
（
巻
十
四
・
本
伝
）
。

宗
預
（
荊
州
南
陽
）
：
開
府
時
に
主
簿
、
の
ち
参
軍
右
中
郎
将
に
遷
る
（
巻
十

五
・
本
伝
）
。

李
邈
（
益
州
広
漢
）
：
安
漢
将
軍
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
』
注
『
華
陽

国
志
』
）
。

馬
斉
（
益
州
巴
西
）
：
建
興
中
に
丞
相
掾
、
の
ち
広
漢
太
守
、
参
軍
と
遷
る
（
巻

十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
）
。

主
簿楊

戯
（
益
州
犍
為
）
：
辟
さ
れ
て
属
・
主
簿
と
な
り
、
諸
葛
亮
没
後
は
尚
書
右

選
部
郎
と
な
る
（
巻
十
五
・
本
伝
）
。

楊
顒
（
荊
州
襄
陽
）
：
の
ち
東
曹
属
に
遷
り
、
卒
官
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢

輔
臣
賛
』
注
『
襄
陽
記
』
）
。

胡
済
（
荊
州
義
陽
）
：
巻
九
・
董
和
伝
注
。
建
興
九
年
北
伐
時
の
こ
と
と
し
て
、

巻
十
・
李
厳
伝
注
『
亮
公
文
上
尚
書
』
に
は
「
中
参
軍
昭
武
中
郎
将
」
と
し

て
名
を
連
ね
る
。

宗
預
（
前
出
）

掾
属

李
邵
（
益
州
広
漢
）
：
建
興
三
年
治
中
従
事
に
遷
る
も
、
同
年
卒
官
（
巻
十
五

・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
）
。

蔣
琬
、
楊
顒
、
馬
斉
（
い
ず
れ
も
前
出
）

門
下
督

馬
忠
（
益
州
巴
西
）
：
建
興
三
年
牂
牁
太
守
に
遷
る
（
巻
十
三
・
本
伝
）
。

丞
相
府
創
設
期
の
構
成
員
を
見
る
と
、
長
史
に
辟
さ
れ
た
王
連
は
蜀
郡
太
守
・

興
業
将
軍
で
司
塩
校
尉
を
領
し
て
い
た
大
官
で
あ
り
、
李
邵
は
部
郡
従
事
か
ら
、

蒋
琬
は
尚
書
郎
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
辟
さ
れ
て
お
り
、
政
権
内
全
体
か
ら
広
く
人
材
を

集
め
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
長
史
は
「
五
校
」
を
兼
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

禁
軍
の
指
揮
権
を
も
持
ち
得
て
い
た
。

（
二
六
）

丞
相
府
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
益
州
牧
の
属
官
に
つ
い
て
は
、

巻
十
二
・
杜
微
伝
に
、

建
興
二
年
、
丞
相
亮
領
益
州
牧
、
選
迎
皆
妙
簡
舊
德
、
以
秦
宓
爲
別
駕
、
五

梁
爲
功
曹
、（
杜
）
微
爲
主
簿
。

と
、
秦
宓
、
五
梁
、
杜
微
と
い
っ
た
人
物
を
諸
葛
亮
が
招
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
伝
わ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
見
当
た
ら
な
い
。
治
中
従
事
に
は
文
恭
、
別

（
二
七
）

駕
従
事
に
は
秦
宓
が
あ
っ
た
。

次
に
尚
書
系
統
の
官
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
尚
書
令
に
つ
い
て
は
、
劉
巴
が
没

し
た
後
の
こ
と
と
し
て
巻
十
・
李
厳
伝
に
、

章
武
二
年
、
先
主
徴
嚴
詣
永
安
宮
、
拜
尚
書
令
。
三
年
、
先
主
疾
病
、
嚴
與

諸
葛
亮
並
受
遺
詔
輔
少
主
；
以
嚴
爲
中
都
護
、
統
内
外
軍
事
、
留
鎮
永
安
。

建
興
元
年
、
封
都
郷
侯
、
假
節
、
加
光
祿
勳
。

と
あ
る
よ
う
に
、
犍
為
太
守
李
厳
が
永
安
に
て
こ
れ
に
代
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

李
厳
は
劉
禅
代
に
な
っ
て
か
ら
も
永
安
に
鎮
し
て
光
禄
勲
を
加
え
ら
れ
て
お
り
、

尚
書
令
と
し
て
成
都
に
戻
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
諸
葛
亮
没
後
に
蒋
琬
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が
尚
書
令
と
な
る
ま
で
の
間
、
同
官
の
在
任
例
は
一
つ
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

巻
九
陳
震
伝
に
、

陳
震
字
孝
起
、
南
陽
人
也
。
先
主
領
荊
州
牧
、
辟
爲
從
事
、
部
諸
郡
、
隨
先

主
入
蜀
。
蜀
既
定
、
爲
蜀
郡
北
部
都
尉
、
因
易
郡
名
、
爲
汶
山
太
守
、
轉
在

犍
爲
。
建
興
三
年
、
入
拜
尚
書
、
遷
尚
書
令
、
奉
命
使
吳
。
七
年
、
孫
權
稱

尊
號
、
以
震
爲
衞
尉
、
賀
權
踐
阼
、（
後
略
）

と
あ
り
、
益
州
平
定
後
に
蜀
郡
北
部
都
尉
（
汶
山
太
守
）
、
犍
為
太
守
と
歴
任
し
て

（
二
八
）

い
た
陳
震
が
、
建
興
三
年
（
二
二
五
）
に
中
央
に
召
さ
れ
て
尚
書
と
な
り
尚
書
令

に
昇
進
し
、
建
興
七
年
（
二
二
九
）
に
衛
尉
に
遷
っ
て
呉
に
使
い
す
る
ま
で
の
期

間
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
は
、
巻
五
・
諸
葛
亮
伝
の
『
出
師
表
』
に
、

侍
中
・
尚
書
・
長
史
・
參
軍
、
此
悉
貞
良
死
節
之
臣
、
願
陛
下
親
之
信
之
、

則
漢
室
之
隆
、
可
計
日
而
待
也
。

と
あ
り
、
こ
の
中
で
挙
げ
ら
れ
る
「
尚
書
」
こ
そ
が
陳
震
で
あ
り
、
諸
葛
亮
か
ら

篤
く
信
任
さ
れ
て
い
た
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
尚
書
令
昇
進
の

時
期
に
つ
い
て
は
『
華
陽
国
志
』
巻
七
・
劉
後
主
志
の
建
興
五
年
（
二
二
七
）
に
、

以
尚
書
南
陽
陳
震
爲
中
書
令
（
尚
書
令
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
、
治
中
張
裔
爲
留

府
長
史
、
與
參
軍
蔣
公
琰
知
居
府
事
。

と
あ
り
、
『
華
陽
国
志
』
は
陳
震
の
尚
書
令
任
官
を
諸
葛
亮
が
漢
中
に
出
鎮
す
る

前
段
階
の
出
来
事
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
陳
震
が
尚
書
と
な
っ
た
建
興
三
年
は
、
巻
三
・
後
主
伝
に
、

三
年
春
三
月
、
丞
相
亮
南
征
四
郡
、
四
郡
皆
平
。
改
益
州
郡
爲
建
寧
郡
、
分

建
寧
、
永
昌
郡
爲
雲
南
郡
、
又
分
建
寧
、
牂
牁
爲
興
古
郡
。
十
二
月
、
亮
還

成
都
。

と
あ
る
よ
う
に
、
先
に
反
し
た
南
中
諸
郡
を
諸
葛
亮
が
自
ら
征
伐
し
た
年
で
あ
り
、

ま
た
建
興
以
降
で
初
め
て
諸
葛
亮
が
成
都
を
空
け
た
年
で
あ
っ
た
。

南
征
時
の
丞
相
府
の
職
務
に
つ
い
て
は
巻
十
一
・
向
朗
伝
に
、

丞
相
亮
南
征
、
朗
留
統
後
事
。

と
あ
り
、
長
史
の
向
朗
に
代
行
さ
せ
、
巻
十
・
楊
儀
伝
に
、

建
興
三
年
、
丞
相
亮
以
爲
參
軍
、
署
府
事
、
將
南
行
。

と
あ
る
よ
う
に
、
自
身
の
下
に
は
参
軍
の
楊
儀
を
連
れ
て
「
府
事
を
署
」
さ
せ
て

い
た
。
ま
た
、
巻
十
五
・
楊
戯
伝
の
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
に
は
、

（
李
）
永
南
名
邵
、
廣
漢
郪
人
也
。（
中
略
）
建
興
元
年
、
丞
相
亮
辟
爲
西
曹

掾
。
亮
南
征
、
留
邵
爲
治
中
從
事
、
是
歲
卒
。

と
あ
り
、
西
曹
掾
の
李
邵
を
州
の
治
中
従
事
に
転
任
さ
せ
て
い
る
。
彼
は
同
年
の

う
ち
に
没
す
が
、
同
時
期
に
参
軍
と
し
て
府
事
を
署
し
て
い
た
張
裔
が
治
中
従
事

を
領
し
て
お
り
、
彼
を
李
邵
の
後
任
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
陳
震
が
中
央
に
入
っ

（
二
九
）

て
尚
書
と
な
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
人
事
に
連
動
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

録
尚
書
事
た
る
己
の
留
守
に
当
た
っ
て
、
諸
葛
亮
は
信
頼
の
お
け
る
陳
震
を
呼
び

寄
せ
、
彼
に
不
在
中
の
尚
書
台
を
取
り
仕
切
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

て
、
南
征
の
間
、
諸
葛
亮
は
成
都
に
お
け
る
丞
相
・
益
州
牧
・
録
尚
書
事
そ
れ
ぞ

れ
の
権
限
を
向
朗
・
李
邵
（
の
ち
張
裔
）
・
陳
震
に
代
行
さ
せ
、
恐
ら
く
は
丞
相
長

史
を
中
心
と
し
て
、
彼
ら
三
者
の
協
力
に
よ
っ
て
留
守
を
任
せ
ん
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

（
二
）
「
北
伐
」
と
丞
相
留
府
の
設
置

こ
の
状
況
が
い
わ
ゆ
る
「
北
伐
」
に
あ
た
っ
て
は
多
少
の
様
変
わ
り
を
す
る
。

建
興
五
年
（
二
二
七
）
、
諸
葛
亮
は
出
征
し
、
漢
中
に
駐
屯
し
た
。
長
期
の
丞
相

不
在
を
見
通
し
て
、
成
都
に
は
留
府
が
設
置
さ
れ
た
。
留
府
に
は
留
府
長
史
、
及

び
次
官
格
の
留
府
参
軍
が
お
り
、
共
に
諸
葛
亮
の
不
在
を
預
か
っ
て
い
た
。
留
府

（
三
〇
）

長
史
に
は
参
軍
領
治
中
従
事
の
張
裔
が
就
任
し
て
射
声
校
尉
を
領
し
、
参
軍
の
蒋
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琬
と
留
府
の
事
を
統
べ
た
。
建
興
八
年
（
二
三
〇
）
に
張
裔
が
没
す
と
蒋
琬
が
こ

（
三
一
）

れ
に
代
わ
り
、
馬
忠
が
参
軍
に
召
さ
れ
る
が
、
巻
十
三
・
馬
忠
伝
に
は
、

（
建
興
）
八
年
、
召
爲
丞
相
參
軍
、
副
長
史
蔣
琬
署
留
府
事
。
又
領
州
治
中

從
事
。
明
年
、
亮
出
祁
山
、
忠
詣
亮
所
、
經
營
戎
事
。
軍
還
、
督
將
軍
張
嶷

等
討
汶
山
郡
叛
羌
。
十
一
年
、
南
夷
豪
帥
劉
冑
反
、
擾
亂
諸
郡
。
徴
庲
降
都

督
張
翼
還
、
以
忠
代
翼
。
忠
遂
斬
冑
、
平
南
土
。
加
忠
監
軍
奮
威
將
軍
、
封

博
陽
亭
侯
。

と
あ
り
、
馬
忠
は
こ
の
時
ま
た
治
中
従
事
の
職
も
兼
ね
て
い
た
。
張
裔
の
そ
れ
を

引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
丞
相
留
府
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
以
降
、
長
史
・

参
軍
（
留
府
の
次
官
格
）
に
よ
っ
て
益
州
治
中
従
事
の
職
が
握
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
馬
忠
が
留
府
に
参
与
し
て
い
た
の
は

初
の
一
年
程
度
の
み
の
よ
う

で
あ
る
が
、
本
伝
の
記
述
か
ら
は
、
建
興
十
一
年
（
二
三
三
）
に
監
軍
と
な
る
ま

で
は
参
軍
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
諸
葛
亮
が
没
す
る
ま
で
は
引
き
続

（
三
二
）

き
治
中
従
事
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
成
都
に
お
け
る
権
限
を

（
三
三
）

丞
相
留
府
に
一
本
集
中
化
す
る
こ
と
を
図
る
意
図
が
窺
い
知
れ
る
。
ま
た
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
尚
書
令
も
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
の
尚
書
台

に
つ
い
て
狩
野
直
禎
氏
は
「
陳
震
が
衛
尉
に
遷
っ
た
後
、
長
ら
く
尚
書
令
は
置
か

れ
な
か
っ
た
。
次
官
の
尚
書
僕
射
李
福
（
梓
潼
涪
）
が
い
た
が
、
尚
書
令
に
は
陞

れ
な
か
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
李
福
に
つ
い
て
は
、
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季

（
三
四
）

漢
輔
臣
賛
注
』
に
、

孫
德
名
福
、
梓
潼
涪
人
也
。
先
主
定
益
州
後
、
爲
書
佐
、
西
充
國
長
・
成
都

令
。
建
興
元
年
、
徙
巴
西
太
守
、
爲
江
州
督
・
楊
威
將
軍
、
入
爲
尚
書
僕
射
、

封
平
陽
亭
侯
。

と
あ
り
、
江
州
都
督
か
ら
尚
書
僕
射
に
遷
っ
た
も
の
で
あ
る
。
江
州
都
督
に
つ
い

て
は
巻
三
・
後
主
伝
に
、

（
建
興
）
四
年
春
、
都
護
李
嚴
自
永
安
住
江
州
、
築
大
城
。

と
あ
り
、
李
福
は
永
安
に
駐
屯
し
て
い
た
李
厳
が
江
州
に
移
動
す
る
の
に
合
わ
せ

て
中
央
に
召
し
返
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

時
期
か
ら
見
て
、
こ
の
異
動
が
諸
葛
亮
の
出
征
を
見
据
え
た
上
で
行
わ
れ
た
人

事
の
一
環
で
あ
っ
た
思
わ
れ
る
。
留
府
の
設
置
を
含
め
、
簡
略
に
ま
と
め
れ
ば
次

の
三
点
と
な
る
。

・
丞
相
留
府
の
設
置
。
長
史
に
張
裔
、
参
軍
に
蒋
琬
。

・
李
厳
を
永
安
か
ら
江
州
に
移
す
。（
永
安
都
督
は
陳
到
）

・
尚
書
の
陳
震
が
尚
書
令
に
昇
進
、
江
州
都
督
で
あ
っ
た
李
福
は
尚
書
僕
射

と
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
が
蜀
漢
政
権
に
お
け
る
尚
書
僕
射
の
初
出
で
あ
る
。
前
述
の
劉
巴

も
陳
震
も
共
に
尚
書
か
ら
尚
書
令
に
昇
進
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
以
降
滅
亡
ま
で

の
間
の
在
任
者
が
全
て
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
李
福
を
も
っ
て
蜀
漢
政

（
三
五
）

権
に
初
め
て
尚
書
僕
射
（
左
右
無
し
の
定
員
一
名
）
が
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

こ
か
ら
建
興
十
二
年
（
二
三
四
）
ま
で
五
年
間
、
尚
書
令
不
在
に
あ
り
な
が
ら
李

福
が
こ
の
官
に
進
め
な
か
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
尚
書
か
ら
尚
書
令
と
な
っ
た
陳
震

ほ
ど
の
権
限
は
持
ち
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
理
由
を
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
留
府
長
史
へ
の
権
限
集
中
に
従
い
、
尚
書
令
は
置
か
れ
ず
、
尚
書
僕

射
李
福
以
下
の
尚
書
台
は
、
禁
軍
の
指
揮
権
を
持
ち
、
且
つ
州
の
重
職
を
も
吸
収

す
る
こ
と
に
よ
り
絶
大
な
権
限
を
集
め
て
い
た
留
府
に
よ
っ
て
常
に
優
越
さ
れ
、

掣
肘
を
受
け
て
い
た
も
の
思
わ
れ
る
。
蜀
漢
政
権
に
お
い
て
再
び
尚
書
令
が
置
か

れ
、
重
き
を
な
す
の
は
、
諸
葛
亮
死
後
の
蔣
琬
・
費
禕
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
。こ

う
し
て
、
諸
葛
亮
は
漢
中
の
丞
相
府
・
成
都
の
丞
相
留
府
と
い
う
二
つ
の
強

力
な
軍
府
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
州
の
機
構
や
尚
書
台
を
そ
の
統
制
下
に
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置
き
、
丞
相
府
に
よ
る
蜀
漢
政
権
の
安
定
し
た
支
配
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
蜀
に
入
っ
た
劉
備
は
左
将
軍
領
益
州
牧
と
し
て
益
州

を
支
配
し
た
。
そ
の
軍
府
は
蜀
漢
建
国
の
母
体
と
な
っ
た
が
、
同
時
に
州
の
属
官

も
ま
た
単
な
る
地
方
の
属
官
と
し
て
で
な
く
、
君
主
劉
備
の
手
足
と
し
て
動
く
よ

う
な
、
政
権
に
お
い
て
一
定
の
地
位
を
も
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

分
裂
期
に
あ
っ
て
、
州
牧
の
権
限
が
及
ぶ
領
域
と
政
権
の
支
配
領
域
が
イ
コ
ー
ル

で
結
ば
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
（
特
に
荊
州
失
陥
以
降
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
一

因
を
為
す
と
考
え
ら
れ
る
。
劉
備
は
左
将
軍
の
府
と
州
牧
の
権
限
の
両
方
の
上
に

君
臨
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
自
ら
の
政
権
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

彼
は
建
国
後
数
年
で
世
を
去
り
、
幼
帝
を
擁
し
蜀
漢
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
丞
相
の
諸
葛
亮
で
あ
っ
た
。
政
権
の
建
て
直
し
に
か
か
る
諸
葛
亮
は
、
同
時

に
政
治
権
力
を
丞
相
府
に
集
め
て
安
定
し
た
支
配
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
腐
心
し

た
。
そ
し
て
、
南
征
・
北
伐
を
通
し
た
結
果
、
自
ら
の
出
征
先
漢
中
に
あ
る
丞
相

府
と
、
留
守
の
成
都
に
置
か
れ
た
丞
相
留
府
と
い
う
二
つ
の
強
力
な
軍
府
の
上
に

君
臨
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
権
力
の
安
定
化
を
成
功
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

度
々
の
外
征
に
さ
え
耐
え
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

両
者
の
政
権
運
営
を
辿
る
中
で
見
え
て
く
る
「
個
別
の
軍
府
を
超
え
て
存
続
す

る
軍
師
や
参
軍
＝
行
官
」
「
皇
帝
に
直
属
す
る
従
事
」
か
ら
は
、
建
国
後
も
未
だ

政
権
全
体
を
一
つ
の
軍
府
・
州
と
捉
え
る
仮
想
の
「
皇
帝
の
軍
府
」
と
い
う
認
識

す
ら
想
起
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
後
漢
末
に
霊
帝
劉
宏
が
自
ら
「
無
上
将
軍
」
と
し

て
組
織
し
た
西
園
軍
と
似
た
性
格
を
持
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
可
能
性
を
秘

（
三
六
）

め
、
一
方
で
榊
原
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
「
官
衙
の
形
成
の
未
発
達
」
、
ひ
い

（
三
七
）

て
は
軍
閥
か
ら
王
朝
へ
の
移
行
が
な
お
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。

だ
が
、
政
治
を
主
導
し
た
軍
府
は
宰
相
の
代
替
わ
り
に
よ
っ
て
形
と
し
て
は
消

滅
し
、
後
継
宰
相
は
改
め
て
自
ら
の
采
配
で
支
配
体
制
を
確
立
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
諸
葛
亮
の
死
後
、
『
華
陽
国
志
』
巻
七
・
劉
後
主
志
の
建

興
十
二
年
に
、

（
前
略
）
於
是
以
（
蔣
）
琬
爲
尚
書
令
、
總
統
國
事
。
以
（
楊
）
儀
中
軍
師
、

司
馬
費
禕
爲
後
軍
師
、
征
西
姜
維
爲
右
監
軍
・
輔
漢
將
軍
、
鄧
芝
前
軍
師
・

領
兗
州
刺
史
、
張
翼
前
領
軍
、
並
典
軍
政
。

と
い
う
「
集
団
指
導
体
制
」
が
敷
か
れ
、
蒋
琬
が
宰
相
と
し
て
の
地
位
を
固
め
る

（
三
八
）

（
三
九
）

ま
で
の
間
に
、
こ
の
う
ち
の
楊
儀
が
失
脚
す
る
混
乱
が
起
き
て
い
る
。

ま
た
蒋
琬
か
ら
費
禕
へ
の
政
権
交
代
時
の
こ
と
と
し
て
、
巻
十
三
・
馬
忠
伝
に
、

延
熙
五
年
還
朝
、
因
至
漢
中
、
見
大
司
馬
蔣
琬
、
宣
傳
詔
旨
、
加
拜
鎭
南
大

將
軍
。
七
年
春
、
大
將
軍
費
禕
北
禦
魏
敵
、
留
忠
成
都
、
平
尚
書
事
。
禕
還
、

忠
乃
歸
南
。

と
あ
り
、
ま
た
同
時
期
に
王
平
が
鎮
北
大
将
軍
、
姜
維
が
鎮
西
大
将
軍
と
な
っ
て

い
る
。
延
熙
七
年
（
二
四
四
）
費
禕
の
出
征
時
に
は
尚
書
令
董
允
を
差
し
置
い
て

（
四
〇
）

馬
忠
が
「
平
尚
書
事
」
と
し
て
成
都
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
馬
忠
の
地
位
の

重
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
「
四
鎮
大
将
軍
」
と
し
て
三
者
が
並
立
し
た

こ
と
か
ら
は
、
前
述
「
集
団
指
導
体
制
」
に
準
ず
る
状
況
が
想
起
さ
れ
る
。

蜀
漢
に
お
け
る
征
鎮
安
平
の
い
わ
ゆ
る
「
四
征
将
軍
」
に
つ
い
て
は
、
序
列
が

魏
晋
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
蜀

（
四
一
）

漢
で
は
依
然
と
し
て
前
後
左
右
の
四
将
軍
が
か
ら
わ
か
る
。
『
華
陽
国
志
』
巻
六

・
劉
先
主
志
の
建
安
二
十
四
年
に
、

羣
下
上
先
主
爲
漢
中
王
大
司
馬
、
以
許
靖
爲
太
傅
、
法
正
爲
尚
書
令
、
零
陵

賴
恭
爲
太
常
、
南
陽
黄
權
爲
光
祿
勳
、
王
謀
爲
少
府
、
武
陵
廖
立
爲
侍
中
、
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關
羽
爲
前
將
軍
、
張
飛
爲
右
將
軍
、
馬
超
爲
左
將
軍
、
皆
仮
節
鉞
、
又
以
黄

忠
爲
後
將
軍
、
趙
雲
翊
軍
將
軍
、
其
餘
各
進
其
号
。

と
あ
る
よ
う
に
、
関
羽
が
前
将
軍
、
張
飛
が
右
将
軍
、
馬
超
が
左
将
軍
、
黄
忠
が

後
将
軍
と
な
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
黄
忠
に
つ
い
て
は
巻
六
・
黄
忠
伝
に
、

遷
征
西
將
軍
。
是
歳
、
先
主
爲
漢
中
王
、
欲
用
忠
爲
後
將
軍
、
諸
葛
亮
説
先

主
曰
：
「
忠
之
名
望
、
素
非
關
・
馬
之
倫
也
。
而
今
便
令
同
列
。
馬
・
張
在

近
、
親
見
其
功
、
尚
可
喩
指
；
關
遙
聞
之
、
恐
必
不
悅
、
得
無
不
可
乎
！
」

先
主
曰
：
「
吾
自
當
解
之
。
」
遂
與
羽
等
齊
位
、
賜
爵
關
内
侯
。

と
あ
り
、
征
西
将
軍
か
ら
の
遷
官
で
あ
る
。
蜀
漢
に
お
い
て
、
征
西
将
軍
が
前
後

左
右
将
軍
よ
り
下
位
に
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
関
羽
が
そ
れ
ま
で
就
い
て
い
た
盪

寇
将
軍
（
巻
六
・
関
羽
伝
）
よ
り
下
位
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
馬

忠
ら
三
人
が
四
鎮
「
大
」
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
政
権
内
で
あ
ま
り

高
く
な
い
地
位
に
あ
っ
た
四
鎮
将
軍
に
比
べ
て
上
位
と
し
て
扱
う
た
め
と
見
ら

れ
、
諸
葛
亮
丞
相
時
代
に
も
魏
延
が
「
征
西
大
将
軍
」
と
な
っ
た
例
が
あ
る
（
巻

十
・
魏
延
伝
）
。

こ
の
辺
り
か
ら
蜀
漢
で
は
将
軍
号
の
イ
ン
フ
レ
と
い
う
べ
き
傾
向
が
進
行
し
、

巻
九
・
董
和
伝
注
か
ら
右
驃
騎
将
軍
胡
済
が
、
巻
十
五
・
張
翼
伝
か
ら
左
車
騎
将

軍
張
翼
、
同
宗
預
伝
か
ら
右
車
騎
将
軍
廖
化
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、

（
四
二
）

絶
対
的
権
力
の
不
在
の
裏
返
し
と
い
っ
て
い
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

蜀
漢
に
お
け
る
「
覇
府
」
の
存
在
と
宰
相
へ
の
権
力
集
中
は
必
ず
し
も
王
朝
交

代
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
く
、
皇
帝
の
地
位
・
生
命
を
危
う
く
す
る
も
の
で
は

無
か
っ
た
。
し
か
し
、
宰
相
の
権
力
が
あ
ま
り
に
強
大
で
あ
り
、
個
人
的
な
指
導

力
に
依
拠
す
る
政
治
体
制
を
敷
き
続
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
に
、
諸

葛
亮
・
蒋
琬
・
費
禕
と
、
宰
相
の
交
代
を
重
ね
る
度
に
政
治
的
空
白
が
生
ま
れ
る

と
い
う
構
造
的
な
弱
点
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
第
に
統
一
的
な
権
力
は
失

わ
れ
、
そ
れ
は
政
権
の

末
期
景
耀
四
年
（
二
六
一
）
に
お
い
て
つ
い
に
は
平
尚

書
事
の
権
限
が
董
厥
・
諸
葛
瞻
の
二
名
に
与
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
状
況
と
な
っ
て

極
ま
る
。
平
尚
書
事
の
事
例
に
つ
い
て
は
前
述
の
馬
忠
が
あ
る
が
、
彼
は
あ
く
ま

で
宰
相
費
禕
の
代
行
で
あ
っ
た
。
平
尚
書
事
が
録
尚
書
事
よ
り
も
名
目
上
劣
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
そ
れ
が
同
時
に
二
名
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
こ
と
が
同
時
期
に
み
ら
れ
た
上
位
将
軍
号
の
分
割
と
同
じ
性
格
を
持
っ

た
、
録
尚
書
事
の
分
割
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

こ
う
し
た
権
限
の
分
散
と
絶
対
的
な
指
導
者
の
不
在
は
政
治
的
な
混
乱
へ
と
繋

が
り
、
魏
の
軍
事
力
に
対
す
る
抵
抗
力
を
失
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

《

注

》

（
一
）
荊
州
人
士
と
益
州
人
士
の
関
係
性
を
は
じ
め
、
政
権
の
人
的
構
成
を
考
察
し
た
先
行

研
究
と
し
て
は
、
狩
野
直
禎
「
蜀
漢
国
前
史
」
（
『
東
方
学
』
一
六
、
一
九
五
八
年
）
、

「
蜀
漢
政
権
の
構
造
」
（
『
史
林
』
四
二
―
四
、
一
九
五
九
年
、
以
下
狩
野
前
掲
論
文

と
す
る
）
を
は
じ
め
、
榊
原
文
彦
「
蜀
漢
政
権
と
豪
族
」
（
『
鎌
田
博
士
還
暦
記
念
歴

史
学
論
叢
』
鎌
田
先
生
還
暦
記
念
会
、
一
九
六
九
年
）
、
「
劉
備
と
益
州
」
（
『
日
本
大

學
史
学
科
五
十
周
年
記
念
歴
史
学
論
文
集
』
日
本
大
学
史
学
科
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
七
八
年
、
以
下
榊
原
前
掲
論
文
と
す
る
）
、
渡
邉
義
浩
「
蜀

漢
政
権
の
成
立
と
荊
州
人
士
」
（
『
東
洋
史
論
』
六
、
一
九
八
八
年
）
、
「
蜀
漢
政
権
の

支
配
と
益
州
人
士
」
（
『
史
境
』
一
八
、
一
九
八
九
年
）
、
上
谷
浩
一
「
蜀
漢
政
権
論
―

近
年
の
諸
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
東
方
学
』
九
一
、
一
九
九
六
年
、
以
下
上
谷
前
掲

論
文
と
す
る
）
、
田
餘
慶
「
李
嚴
興
廃
和
諸
葛
用
人
」
（
『
中
華
學
術
論
文
集
』
中
華
書

局
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
福
井
重
雅
「
天
下
三
分
と
益
州
疲
弊
―

初
期
劉
備
集
団
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
中
国
前
近
代
史
研
究
：
栗
原
朋
信
博
士

追
悼
記
念
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
は
益
州
以
前
の
劉
備
軍
団
に
つ
い
て
、

宮
川
尚
志
「
蜀
姓
考
」
（
『
六
朝
史
研
究

政
治
・
社
会
篇
』
日
本
学
術
振
興
会
、
一

九
五
六
年
）
、
上
田
早
苗
「
巴
蜀
の
豪
族
と
国
家
権
力
―
陳
寿
と
そ
の
祖
先
た
ち
を
中
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心
に
―
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
二
五
―
四
、
一
九
六
七
年
）
は
蜀
漢
期
の
益
州
豪
族
に

つ
い
て
注
目
し
た
研
究
で
あ
る
。

（
二
）
狩
野
前
掲
論
文
。

（
三
）
山
本
隆
義
『
中
国
政
治
制
度
の
研
究
』
（
同
朋
舎
、
一
九
六
八
年
）
第
三
章
。

（
四
）
石
井
仁
「
参
軍
事
考
－
六
朝
軍
府
僚
属
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
『
文
化
』
五
一
―

―
三
・
四
、
一
九
八
八
年
）
、「
諸
葛
亮
・
北
伐
軍
団
の
組
織
と
編
成
に
つ
い
て
」（
『
東

北
大
学
東
洋
史
論
集
』
四
、
一
九
九
〇
年
、
以
下
石
井
前
掲
論
文
と
す
る
）
、
「
呉
・

蜀
の
都
督
制
度
と
そ
の
周
辺
」
（
『
三
国
志
研
究
』
一
、
二
〇
〇
六
年
）
。

（
五
）
巻
十
四
・
費
禕
伝
に
、

自
（
蔣
）
琬
及
禕
、
雖
自
身
在
外
、
慶
賞
刑
威
、
皆
遙
先
諮
斷
、
然
後
乃
行
、

其
推
任
如
此
。

と
あ
る
。

（
六
）
諸
葛
亮
後
の
蜀
漢
政
治
に
つ
い
て
扱
う
研
究
と
し
て
、
満
田
剛
「
諸
葛
亮
歿
後
の
「
集

団
指
導
体
制
」
と
蒋
琬
政
権
」
（
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
一
七
、
二
〇
〇
五
年
、

以

下
満
田
前
掲
論
文
と
す
る

）

、
「
蜀
漢
・
蒋
琬
政
権
の
「
北
伐
」
に
つ
い
て
」
（
『
創

価
大
学
人
文
論
集
』
一
八
、
二
〇
〇
六
年
）
、
柴
田
聡
子
「
姜
維
の
北
伐
と
蜀
漢
後
期

の
政
権
構
造
」
（
『
三
国
志
研
究
』
四
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。

（
七
）
荊
州
領
有
時
代
か
ら
、
麋
竺
・
孫
乾
・
簡
雍
が
従
事
中
郎
と
さ
れ
て
い
る
。
（
巻
八

・
麋
竺
、
孫
乾
、
簡
雍
伝
）

（
八
）
射
援
に
つ
い
て
は
、
「
議
曹
從
事
中
郎
軍
議
中
郎
將
臣
射
援
」
（
巻
二
・
先
主
伝
）
と

あ
る
が
、
「
議
曹
」
は
衍
字
と
し
て
「
従
事
中
郎
・
軍
議
中
郎
将
」
と
解
釈
す
る
。

（
九
）
馬
超
に
つ
い
て
は
巻
六
・
本
伝
に

先
主
遣
人
迎
超
、
超
將
兵
徑
到
城
下
。
城
中
震
怖
、
璋
即
稽
首
、
以
超
爲
平
西

將
軍
、
督
臨
沮
、
因
爲
前
都
亭
侯
。
先
主
爲
漢
中
王
、
拜
超
爲
左
將
軍
、
假
節
。

章
武
元
年
、

遷
驃
騎
將
軍
、
領
涼
州
牧
、
進
封
斄
郷
侯
…
…

と
あ
り
、
章
武
元
年
に
涼
州
牧
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
蜀
漢

に
お
い
て
益
州
以
外
の
州
に
お
け
る
州
牧
の
例
は
他
に
見
当
た
ら
ず
、
彼
に
対
す
る

厚
遇
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
益
州
牧
に
つ
い
て
は
、
諸
葛
亮
に
加
え
て
、
『
宋
書
』

州
郡
志
三
荊
州
の
条
に
、

南
浦
令
、
劉
禪
建
興
八
年
十
月
、
益
州
牧
閻
宇
表
改
羊
渠
立
。

と
あ
る
。
建
興
八
年
は
諸
葛
亮
が
益
州
牧
に
あ
り
、
『
蜀
志
』
に
見
え
る
閻
宇
の
活
動

時
期
と
も
異
な
る
た
め
、
建
興
八
年
に
閻
宇
が
益
州
牧
に
あ
っ
た
と
そ
の
ま
ま
読
む

こ
と
は
で
き
な
い
。

（
一
〇

）
註
（
一
）
に
挙
げ
た
諸
論
考
よ
り
。

（
一
一

）
許
靖
の
鎮
軍
将
軍
と
同
じ
よ
う
に
、
麋
竺
は
安
漢
将
軍
、
簡
雍
は
昭
徳
将
軍
と
そ
れ

ぞ
れ
将
軍
号
を
与
え
ら
れ
て
い
た
（
巻
八
・
麋
竺
伝
、
簡
雍
伝
）
。
石
井
仁
「
六
朝
都

督
制
研
究
の
現
状
と
課
題
」
（
『
駒
沢
史
学
』
六
四
、
二
〇
〇
五
）
で
は
、
彼
ら
の
よ

う
な
兵
を
持
た
な
い
名
の
み
の
将
軍
を
「
散
従
将
軍
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
巻
八

・
孫
乾
伝
に
は
、

先
主
定
益
州
、
乾
自
從
事
中
郎
爲
秉
忠
將
軍
、
…
…

と
あ
り
、
孫
乾
が
左
将
軍
の
従
事
中
郎
か
ら
秉
忠
将
軍
と
さ
れ
て
い
る
。
麋
竺
や
簡

雍
も
同
様
に
従
事
中
郎
か
ら
将
軍
に
転
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彼
ら
に
代
わ
っ

て
、
従
事
中
郎
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
伊
籍
も
後
に
昭
文
将
軍
と
な
る
（
巻
八
・
伊
籍

伝
）
。
彼
も
ま
た
同
じ
く
従
事
中
郎
へ
転
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
華
陽
国
志
』

巻
六
・
劉
先
主
志
の
建
安
十
九
年
で
は
、

（
許
）
靖
・
（
龐
）
羲
及
麋
竺
・
簡
雍
・
孫
乾
・
山
陽
伊
籍
、
爲
賓
友
。

と
あ
り
、
許
靖
・
龐
羲
・
麋
竺
・
簡
雍
・
孫
乾
・
伊
籍
を
賓
友
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

龐
羲
の
左
将
軍
営
司
馬
（
『
華
陽
国
志
』
巻
六
・
劉
先
主
志
で
は
単
に
「
司
馬
」
と
作

っ
て
い
る
）
と
し
て
の
事
跡
は
、
巻
二
・
先
主
伝
の
劉
備
を
漢
中
王
へ
推
戴
す
る
上

表
に
名
を
連
ね
る
の
み
で
あ
り
、
劉
備
政
権
内
で
の
詳
細
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

（
一
二

）
村
田
哲
也
「
蜀
漢
政
権
成
立
前
史
―
成
立
期
劉
備
集
団
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
東

洋
史
苑
』
七
四
、
二
〇
一
〇
年
）
は
特
に
劉
備
の
荊
州
領
有
期
か
ら
漢
中
王
即
位
ま

で
を
考
察
対
象
と
す
る
が
、
そ
の
中
で
こ
の
時
期
の
諸
葛
亮
の
政
権
内
に
お
け
る
重

要
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
一
三

）
狩
野
前
掲
論
文
。

（
一
四

）
黄
権
に
つ
い
て
は
、
『
華
陽
国
志
』
巻
六
・
劉
先
主
志
の
建
安
二
十
四
年
に
、
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羣
下
上
先
主
爲
漢
中
王
大
司
馬
、
以
許
靖
爲
太
傅
、
法
正
爲
尚
書
令
、
零
陵
賴

恭
爲
太
常
、
南
陽
黄
權
爲
光
祿
勳
、
王
謀
爲
少
府
、
武
陵
廖
立
爲
侍
中
、
關
羽

爲
前
將
軍
、
張
飛
爲
右
將
軍
、
馬
超
爲
左
將
軍
、
皆
仮
節
鉞
、
又
以
黄
忠
爲
後

將
軍
、
趙
雲
翊
軍
將
軍
、
其
餘
各
進
其
号
。

と
あ
り
、
「
南
陽
黄
權
」
が
光
禄
勲
と
な
っ
た
と
す
る
が
、
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢

輔
臣
賛
注
』
に

王
元
泰
名
謀
、
漢
嘉
人
也
。
（
中
略
）
用
荊
楚
宿
士
零
陵
賴
恭
爲
太
常
、
南
陽
黄

柱
爲
光
祿
勳
、
謀
爲
少
府
；
建
興
初
、
賜
爵
關
內
侯
、
後
代
賴
恭
爲
太
常
。
恭

・
柱
・
謀
皆
失
其
行
事
、
故
不
爲
傳
。

と
あ
る
よ
う
に
、
『
蜀
志
』
内
で
は
「
黄
柱
」
と
作
ら
れ
、
ま
た

其
の
行
事
が
失
わ

れ
た
こ
と
に
よ
り
伝
が
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
と
陳
寿
は
述
べ
て
い
る
。
黄
権
は
『
蜀

志
』
に
伝
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
『
華
陽
国
志
』
を
「
南
陽
黄
柱
」
に
直

す
。

（
一
五

）
『
蜀
志
』
巻
十
一
・
楊
洪
伝
に
、

先
主
爭
漢
中
、
（
中
略
）
時
蜀
郡
太
守
法
正
從
先
主
北
行
、
（
諸
葛
）
亮
於
是
表

（
楊
）
洪
蜀
郡
太
守
、
衆
事
皆
辦
、
遂
使
即
眞
。

と
あ
り
、
太
守
法
正
が
劉
備
の
漢
中
攻
め
に
随
行
し
た
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

（
一
六

）
『
華
陽
国
志
』
巻
五
・
公
孫
述
劉
二
牧
志
に
、
劉
備
が
劉
璋
を
攻
め
て
張
飛
ら
が
荊

州
よ
り
巴
郡
に
入
っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、

巴
郡
太
守
巴
西
趙
筰
、
拒
守
。
飛
攻
破
之
。

と
あ
り
、
劉
璋
の
巴
郡
太
守
で
巴
西
の
人
の
「
趙
筰
」
と
い
う
人
物
が
見
え
、
同
一

人
物
と
し
て
解
釈
す
る
。

（
一
七

）
巻
二
・
先
主
伝
に
お
い
て
は
張
爽
、
尹
黙
と
並
ん
で
名
前
が
出
て
い
る
が
、
巻
十
二

・
譙
周
伝
で
は

建
興
中
、
丞
相
（
諸
葛
）
亮
領
益
州
牧
、
命
周
爲
勸
學
從
事
。

と
あ
り
、
時
代
が
合
致
し
な
い
。

（
一
八

）
註
（
一
〇

）
と
同
様
。

（
一
九

）
洪
飴
孫

『
三
国
職
官
表
』
は
こ
の
前
後
部
司
馬
を
州
の
属
官
と
大
司
馬
の
属
官
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
費
詩
、
張
裕
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
「
州
」
の
司
馬
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
従
わ
な
い
。

（
二
〇

）
益
州
平
定
直
後
の
巴
郡
太
守
に
つ
い
て
表
中
に
散
見
さ
れ
る
が
、
『
華
陽
国
志
』
巻

六
・
劉
先
主
志
の
建
安
十
九
年
に
は

建
安
十
九
年
、
先
主
克
蜀
。
（
中
略
）
以
亮
爲
軍
師
将
軍
署
左
将
軍
府
事
、
正
揚

武
将
軍
蜀
郡
太
守
、
関
羽
督
荊
州
事
、
張
飛
爲
巴
西
太
守
、
馬
超
平
西
将
軍
、

不
用
許
靖
、
法
正
説
曰
：
（
中
略
）
乃
以
爲
長
史
、
龐
羲
爲
司
馬
、
李
厳
爲
犍
爲

太
守
、
費
觀
巴
郡
太
守
（
後
略
）

と
あ
り
、
費
觀
が
太
守
で
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
、
巻
十
五
・
楊
戯
伝
に
採
録
さ
れ

る
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
に
お
い
て
は

先
主
既
定
益
州
、
拜
爲
裨
將
軍
、
後
爲
巴
郡
太
守
。

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
廖
立
に
つ
い
て
は
巻
十
の
本
伝
に
、

建
安
二
十
年
、
權
遣
呂
蒙
奄
襲
南
三
郡
、
立
脱
身
走
、
自
歸
先
主
。
先
主
素
識

待
之
、
不
深
責
也
、
以
爲
巴
郡
太
守
。

と
彼
も
ま
た
巴
郡
太
守
と
な
っ
た
と
す
る
が
、
『
華
陽
国
志
』
巻
一
・
巴
志
に
、

巴
東
郡
、
先
主
入
益
州
、
改
爲
江
關
都
尉
。
建
安
二
十
一
年
（
中
略
）
六
縣
爲

固
陵
郡
、
武
陵
康
立
爲
太
守
。
章
武
元
年
（
中
略
）
先
主
聽
復
爲
巴
東
、
南
郡

輔
匡
爲
太
守
。

と
あ
り
、
固
陵
太
守
康
立
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
廖
立
と
同
郡
の
人
で
あ
り
、
廖

立
が
巴
郡
太
守
に
任
命
さ
れ
た
時
期
と
重
な
る
。
ま
た
、
廖
立
が
侍
中
に
遷
っ
た
後

に
後
任
の
輔
匡
が
着
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
華
陽
国
志
』
に
見
え
る
康
立
は
廖
立

の
こ
と
で
あ
り
、
『
蜀
志
』
に
あ
る
巴
郡
太
守
は
固
陵
（
巴
東
）
太
守
の
誤
り
で
あ
る

と
推
定
し
た
。
だ
が
、
右
記
の
『
華
陽
国
志
』
の
記
述
は
表
内
で
挙
げ
た
巻
十
・
劉

琰
伝
の
記
述
と
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
巴
郡
太
守
に
関
す
る
記
述
の
混
乱

は
、
劉
璋
政
権
下
で
巴
郡
が
分
割
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
蜀
漢
政
権
が
踏
襲
し
て
し

た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

終
的
に
は
費
観
が
太
守
と
な
り
、
ま

た
江
州
都
督
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
一

）
章
武
年
間
に
尚
書
楊
儀
が
尚
書
令
劉
巴
と
不
和
に
な
っ
て
「
領
弘
農
太
守
」
と
さ
れ
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た
（
巻
十
・
楊
儀
伝
）
が
、
こ
ち
ら
は
完
全
に
蜀
漢
の
勢
力
範
囲
外
の
郡
で
あ
る
。

（
二
二

）
『
華
陽
国
志
』
巻
六
・
劉
先
主
志
で
は
許
靖
を
「
右
司
徒
」
と
作
っ
て
い
る
。
衍
字

と
考
え
る
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
丞
相
と
書
か
れ
て
い
る
諸
葛
亮
が
実
際
は
、
な
い

し
実
質
は
「
左
司
徒
」
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
と
解
釈
す
れ
ば
、
丞
相
と
司
徒
の
並

置
状
態
を
す
っ
き
り
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
も
、
こ
の
時
諸
葛
亮
が
実

際
に
は
丞
相
で
な
く
左
司
徒
で
あ
っ
た
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
劉
備
時
代
に
お
け

る
諸
葛
亮
の
官
位
は
（
実
際
の
権
力
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
せ
よ
）
一
貫
し
て
抑
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
丞
相
へ
と
進
ん
だ
の
は
許
靖
が
没
し
た
後
の
劉
禅
即
位
時
で

あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
三

）
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
に
、

國
山
名
甫
、
廣
漢
郪
人
也
。
好
人
流
言
議
。
劉
璋
時
、
爲
州
書
佐
。
先
主
定
蜀

後
、
爲
緜
竹
令
、
還
爲
荊
州
議
曹
從
事
。
隨
先
主
征
呉
、
軍
敗
於
秭
歸
、
遇
害
。

と
あ
る
。
王
甫
は
広
漢
郡
の
人
で
あ
る
た
め
荊
州
議
曹
従
事
は
益
州
の
誤
記
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
四

）
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
。

（
二
五

）
参
軍
は
石
井
前
掲
論
文
の
「
行
官
」
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
『
蜀
志
』
で
は
一
つ
の

軍
府
に
縛
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
（
＝
「
行
官
」
と
し
て
の
性
格
が

強
い
）
も
、
後
述
「
留
府
参
軍
」
の
よ
う
に
明
ら
か
に
丞
相
府
に
属
し
た
も
の
も
、

同
じ
く
「
参
軍
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
区
別
は
明
確
で
な
い
。
こ
こ
で
は
便
宜

上
記
す
。

（
二
六

）
石
井
前
掲
論
文
。

（
二
七

）
巻
十
・
廖
立
伝
。
廖
立
が
失
脚
す
る
こ
と
と
な
っ
た
「
誹
謗
」
の
言
の
中
に
、

如
向
朗
・
文
恭
、
凡
俗
之
人
耳
。
恭
作
治
中
無
綱
紀
；
朗
昔
奉
馬
良
兄
弟
、
謂

爲
聖
人
、
今
作
長
史
、
素
能
合
道
。

と
あ
る
。
彼
が
治
中
従
事
で
あ
っ
た
の
は
、
楊
洪
は
再
び
蜀
郡
太
守
（
二
二
三
）
と

な
っ
て
か
ら
李
邵
が
治
中
従
事
と
な
る
（
二
二
五
）
ま
で
の
期
間
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
八

）
李
厳
の
後
任
で
あ
ろ
う
。

（
二
九

）
巻
十
一
・
張
裔
伝
に
、

既
至
蜀
、
丞
相
亮
以
爲
參
軍
、
署
府
事
、
又
領
益
州
治
中
從
事
。

李
邵
は
丞
相
府
か
ら
転
出
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
張
裔
は
李
邵
と
は
異
な
り
、
あ
く

ま
で
参
軍
の
ま
ま
治
中
従
事
を
領
し
て
お
り
、
後
述
す
る
丞
相
府
へ
の
権
限
集
中
の

萌
芽
が
見
て
取
れ
る
。

（
三
〇

）
石
井
前
掲
論
文
。

（
三
一

）
巻
十
一
・
張
裔
伝
、
巻
十
四
・
蒋
琬
伝
。

（
三
二

）
本
伝
に
加
え
、
巻
十
・
李
厳
伝
に
、

（
建
興
）
九
年
春
、
亮
軍
祁
山
、
平
催
督
運
事
。
秋
夏
之
際
、
値
天
霖
雨
、
運

糧
不
繼
、
（
李
）
平
遣
參
軍
狐
忠
（
＝
馬
忠
）
・
督
軍
成
藩
喩
指
、
呼
亮
來
還
…

…

と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
李
厳
伝
の
裴
註
に

諸
葛
亮
又
與
平
子
豐
教
曰
：
「
（
中
略
）
君
以
中
郎
參
軍
居
府
、
方
之
氣
類
、
猶

爲
上
家
。
若
都
護
思
負
一
意
、
君
與
公
琰
推
心
從
事
者
…
…

と
あ
り
、
馬
忠
に
加
え
て
李
厳
の
子
李
豊
が
従
事
中
郎
・
参
軍
と
し
て
府
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
三

）
張
裔
も
輔
漢
将
軍
を
加
え
ら
れ
て
い
た
（
巻
十
一
・
張
裔
伝
）
こ
と
か
ら
、
馬
忠
も

将
軍
号
を
得
て
な
お
治
中
従
事
も
領
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
葛
亮
に
代
わ
っ

て
蒋
琬
が
益
州
刺
史
と
な
る
と
、
楊
戯
が
治
中
従
事
と
な
る
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
）
。

（
三
四

）
狩
野
前
掲
論
文
。

（
三
五

）
狩
野
前
掲
論
文
。

（
三
六

）
西
園
軍
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
重
雄
「
後
漢
の
西
園
軍
」
（
『
立
正
史
学
』
三
二
、
一
九

六
八
年
）
が
先
駆
け
と
な
る
研
究
で
あ
り
、
石
井
仁
「
無
上
将
軍
と
西
園
軍

:

後
漢

靈
帝
時
代
の
「
軍
制
改
革
」
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
七
六
、
一
九
九
六
年
）
は
そ
の
意
義

を
積
極
的
に
理
解
す
る
。

（
三
七

）
榊
原
前
掲
論
文
。

（
三
八

）
石
井
前
掲
論
文
、
満
田
前
掲
論
文
。

（
三
九

）
蒋
琬
は
開
府
に
あ
た
っ
て
尚
書
僕
射
李
福
を
領
司
馬
、
治
中
従
事
楊
戯
を
東
曹
掾
と

し
て
い
る
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
、
同
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
。
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（
四
〇

）
巻
十
三
・
王
平
伝
、
巻
十
四
・
姜
維
伝
。

（
四
一

）
趙
雲
が
征
南
か
ら
鎮
東
に
遷
っ
た
こ
と
が
、
石
井
仁
「
四
征
将
軍
の
成
立
を
め
ぐ
っ

て
」
（
『
古
代
文
化
』
四
五
―
一
〇
、
一
九
九
三
年
）
註
に
あ
る
。

（
四
二

）
こ
の
他
、
四
鎮
か
ら
前
・
後
・
左
・
右
将
軍
に
つ
い
て
は
輔
匡
が
鎮
南
か
ら
右
将
軍

に
な
っ
て
お
り
（
巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
）
、
四
鎮
・
四
征
将
軍
は
共

に
前
・
後
・
左
・
右
将
軍
よ
り
下
位
と
さ
れ
て
い
た
（
四
安
・
四
平
に
つ
い
て
は
事

例
が
少
な
く
、
整
備
が
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
、
先
に
示
し
て
い
る
劉
備
を
漢
中
王

に
奉
ず
る
上
表
で
は
平
西
将
軍
馬
超
が
征
西
将
軍
黄
忠
と
共
に
名
を
連
ね
る
）
。
胡
済

が
前
将
軍
と
な
り
（
巻
九
・
董
和
伝
注
）
の
ち
鎮
西
大
将
軍
と
し
て
名
が
見
え
る
（
巻

十
四
・
姜
維
伝
）
こ
と
か
ら
、
後
期
に
四
鎮
・
四
征
大
将
軍
が
現
れ
始
め
て
、
初
め

て
前
・
後
・
左
・
右
将
軍
を
上
回
る
こ
と
と
な
る
。
『
続
漢
書
志
』
巻
二
十
四
・
百
官

一
・
将
軍
の
条
に
、

將
軍
、
不
常
置
。
本
注
曰
：
掌
征
伐
背
叛
。
比
公
者
四
：
第
一
大
將
軍
、
次
驃

騎
將
軍
、
次
車
騎
將
軍
、
次
衛
將
軍
。
又
有
前
・
後
・
左
・
右
將
軍
。

と
あ
る
よ
う
な
後
漢
の
制
を
残
し
つ
つ
も
、
魏
晋
と
は
異
な
る
発
展
を
し
て
い
た
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

表
Ⅰ

益
州
平
定
（
二
一
四
）
か
ら
劉
備
即
位
以
前
（
二
一
九
）
の
時
期
に
推
定
さ
れ
る
各
郡
の
太
守
及
び
郡
都
尉
の
配
置

官

名

時

期
※

人

名

本

貫
※

出

典

1

2

蜀
郡
太
守

建
安
十
九
（
二
一
四
）

法
正

司
隷
扶
風

巻
七
・
本
伝

建
安
二
十
三
（
二
一
八
）
ご
ろ

楊
洪

益
州
犍
為

巻
十
一
・
本
伝

蜀
郡
北
部
都
尉

建
安
十
九
（
二
一
四
）

陳
震

荊
州
南
陽

巻
九
・
本
伝

広
漢
太
守

「
先
主
既
定
益
州
」

夏
侯
纂

（
不
明
）

巻
八
・
秦
宓
伝

「
劉
備
代
璋
」

射
堅

司
隷
扶
風

巻
二
・
先
主
伝
注
『
三
輔
決
録
注
』

建
安
二
十
三
（
二
一
八
）
以
降

鄧
芝

荊
州
南
陽

巻
十
五
・
本
伝

梓
潼
太
守

建
安
十
九
（
二
一
四
）

霍
峻

荊
州
南
郡

巻
十
一
・
本
伝

犍
為
太
守

建
安
十
九
（
二
一
四
）

李
厳

荊
州
南
陽

巻
十
・
本
伝

江
陽
太
守

建
安
十
九
（
二
一
四
）

劉
邕

荊
州
義
陽

巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』

建
安
二
十
四
以
前
？

彭
羕

益
州
広
漢

巻
十
・
本
伝

犍
為
属
国
都
尉

建
安
十
九
（
二
一
四
）

鄧
方

荊
州
南
郡

巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』

巴
郡
太
守

「
先
主
既
定
益
州
、
（
中
略
）
後
」

費
觀

荊
州
江
夏

巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
、
『
華
陽
国
志
』
巻
六
・
劉
先
主
志

「
益
州
既
定
」

輔
匡

荊
州
襄
陽

巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
注
』
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巴
郡
太
守

「
入
蜀
」

楊
顒

荊
州
襄
陽

巻
十
五
・
楊
戯
伝
『
季
漢
輔
臣
賛
』
注
『
襄
陽
記
』

「
城
門
乃
開
」

張
裔

蜀
郡
成
都

巻
十
一
・
本
伝

巴
西
太
守

「
蜀
既
平
」

向
朗

荊
州
襄
陽

巻
十
一
・
本
伝

「
益
州
既
平
」

張
飛

益
州
涿
郡

巻
六
・
本
伝

固
陵
太
守

「
先
主
定
益
州
」

劉
琰

豫
州
魯
国

巻
十
・
本
伝

建
安
二
十
一
（
二
一
六
）

廖
立

荊
州
武
陵

巻
十
・
本
伝

、
『
華
陽
国
志
』
巻
一
・
巴
志

牂
牁
太
守

建
安
二
十
四
（
二
一
九
）
以
前

向
朗

荊
州
襄
陽

巻
十
一
・
本
伝

建
安
二
十
四
（
二
一
九
）
以
前

費
詩

益
州
犍
為

巻
十
一
・
本
伝

漢
中
太
守

建
安
二
十
四
（
二
一
九
）

魏
延

荊
州
義
陽

巻
十
・
本
伝

上
庸
太
守

建
安
二
十
四
（
二
一
九
）

申
耽

（
不
明
）

巻
十
・
劉
封
伝

西
城
太
守

建
安
二
十
四
（
二
一
九
）

申
儀

（
不
明
）

巻
十
・
劉
封
伝

房
陵
太
守

建
安
二
十
四
（
二
一
九
）
？

向
朗

荊
州
襄
陽

巻
十
一
・
本
伝

※

任
命
時
期
を
益
州
平
定
時
と
す
る
も
の
は
基
本
的
に
建
安
十
九
年
と
表
記
し
た
が
、
同
時
期
に
同
じ
郡
の
太
守
が
見
え
る
場
合
に
は
出
典
元
の
表
現
を
引
用
し
た
。

1
※

『
蜀
志
』
と
『
華
陽
国
志
』
で
異
な
る
場
合
は
『
蜀
志
』
に
従
っ
た
。

2
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